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 Communion as a basic requirement for human being is an important factor, which needs to be considered in design residence. 
Transition space is a way to improve the level of the communion between neighbors at the present time. With more research, the 
communion in dwelling houses was separated into three lays. 
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概要 
   コミュニティは人間が近隣社会を形成する上での基
本的な概念であり、住宅の設計において考慮すべき重要
な事項である。本論では、まず近年大量に開発されてい
る集合住宅に形成された近隣コミュニティの特徴を分析
し、集合住宅での『過渡空間』という概念を提出する。
まだ人間の住宅需要と心理需要二つの側面から、集合住
宅の屋内・屋外それぞれにおける過渡空間の空間価値を
詳述する。これらの分析に基づき、一般的な集合住宅に
おける様々なレベルやタイプの過渡空間を創出する設計
手法と原則をまとめる。最後に、本研究で得たられた知
見と『過渡空間』の概念に基づき、様々な多層階住宅及
び高層階住宅に対する適用可能な新しい集合住宅のデザ
インを提案し、今日の近隣コミュニティの改善を試みる。 
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1. はじめに 
   実は、住宅の屋内外の過度空間はわが国の伝統的な住
宅と西洋の近代住宅の中で運用させて、空間の環境品質
も人々の認可を得た。現在、わが国の現代集合住宅の設
計で、住宅の公共環境と室内の公共環境より、この空間
の形態的な特徴と行為の相互関係の基本的な設計する依
拠が不足である。設計者は過渡の空間の空間環境を設計
する時、住む行為の需要と心理の需要を考えていて、直
接の調査の分析資料と特定の科学理論の指導に対して、
一定の盲目性がある。これによって、集合住宅の屋内外
の過渡空間はデザイナーの注視を得なくて、建築の品質
の向上に影響をもたらした。 
2. 過度空間 
   本文により、集合住宅の居住空間はお互いに対立し
ながらも統一する意義を持つ：公共空間とプライベート
空間。この両者の間に、共空間とプライベート空間の連
絡を担当する空間があると思い、本文はこれを過渡空間
と呼ぶ。 
 3. パブリック、プライベートな空間、過度空間 
「パブリック」と「プライベート」の概念は空間範囲で「集
団的」と「個体的」の専門用語で表す。パブリック--誰で
もいつでも入れる場所、集団は保守を担当する。プライベ
ート— 小団体または一人が入れる場所を決め、また保守を
担当する。両者の間— 公共領域とプライベート領域を転換
して連絡する中間領域についてヘルマン．ヘルツベルハは
「両者の間」を呼ばれている。これは違う秩序の集合と対話
空間の条件になり、プライバシーを守ると同時に他人と社
会性接触を行う条件になる。過渡空間とは内容と機能が違
う空間を転換と連絡する空間で、集合住宅にとって、過渡
空間はアウトドア公共領域とプライバシー領域の媒介で、
接続体と転換点で、空間全体性を形成する要素であり、住
宅と一番似ている、近隣のコミュニティと活動を促進する
空間で、居民の生活と密接な関係を結ぶ。 
4. 集合住宅戸内外過度空間 
  戸内外過渡空間は集合住宅外部環境始まるから戸内プ
ライベートまでの空間。戸外パブリック環境からプライベ
ート空間に入る、心理的な過渡空間。理想的な戸内外過渡
空間にこんな序列を存在する：集合住宅宅間過渡空間— 一
階ピロティ— 住棟ロビー— 内部交通過渡空間— 住戸入口前
過渡空間— 住戸入口。地域、経済、設計など各方面の総合
要素の影響なので、一般的な過渡空間に対してその中に部
分の空間類型だけを設計する。研究の対象にとしては、戸
内外過渡空間に、これらの空間形態は本論研究の重点であ
る。戸前の過渡空間とか、プライベート空間と外部を繋が
る過渡的な空間とかも居住者の基礎的な心理からの需要で
ある。居住者に自由な活動だけではなく、外部と良い交流
する空間を提出するのに積極的な意義がある。 
5. 理論的な研究現状 
国内外学者はコミュニティと空間の関係に関する，コ
ミュニティの心理活動の研究、居住区の室内外公共空間，
及び様々な住宅形式などの課題を研究した、そして、たく
さん価値を持ち文章と文献を取った、例えば：ヤン・ゲー
ルの『コミュニティと空間』；庐原信义芦原義信的の『街
並みの美学』、『外部空間設計』など；空間のプライバシ
ーに対する研究はヘルマン・ヘルツベルハーの『建築学講
義』など。 
1．ヤン・ゲールの『コミュニティと空間』，建築室
外空間にいる人たちに対して、設計者は関心をする、筆者
は提唱した。及び、公共空間にコミュニティと関係がある
要素を十分に理解する。本論に対して、コミュニティの問
題から研究した。 
空間の距離：『隐秘的尺度』に，エドワード・ホルは
様々な社会距離を定義した。 
親密な距離(intimate distance)：（0ー45cm）：優し
い、快適、怒りなど、強烈な感情を表現する距離。 
人の距離(personal distance)：（0— 1.3m）：親しい
友人あるいは、家族成員間の会話距離、家族食事テーブル
に人の距離は一つの例である。 
社会距離(social distance)：（1.30— 3.75m）：友人、
知り合い、隣人、同僚など間に日常会話の距離。コーヒー
テーブルと肘掛けを構成した休憩空間はこの社会距離の
一つの表現である。 
公共距離(public distance)：（大于 3.75m）：一方交
流の集会、スピーチ、あるいは人々は傍観をするだけ、喜
んで参加しない、こんな謹直な場合の距離。 
本文に提出した過度空間に関するコミュニティの問
題は主に社会距離に発生する。 
2 .ヘルマン・ヘルツベルハーの『建築講義－設計原理』
という本に建築空間のプライバシーと過渡性に対して詳
しく説明した。 
空間の過渡性：空間の過渡性について本文での解説は、
プライベートからパブリックまでの転換と過渡である。プ
ライベート空間は「０」に見れば、パブリック空間も「１」
に見れば、は過渡空間になる。本文は、プライベート空間
とパブリック空間の間に繋ぐ過渡空間を検討する。 
6. 国外で過渡空間に関する研究 
1,アルド・ファン・アイクの“中間空間” 
オランダの構造主義思想家アルド・ファン・アイク
は室内と室外との移り変わりに多様且つ順序感めいた
「過度空間」を創造し、それをもて、室内と室外の空間
の順序感と性質が相互的に変えさせる。建築上での「過
度空間 
」はここで単一のメカニズムがあるのではなく、内部
と外部、私的と公共とが有機的に共生できる全体性が
配慮できる。 
 アルド・ファン・アイクによると、「建築には明確的な
中間地帯が必要だ」といった。その意味は二つの場所と
時機との絶えない移り変わりや延期などを指すのでは
なく、それに反して、現代空間の流通概念と消滅空間の
間に、つまり、室外と室内との間に、一つの空間ともう
一つの空間とのつながりの決裂傾向である。だから、同
時的に両方の大切な状況が気づける中間地帯を持ち、相
反する二つのものをつながって、それぞれが働きながら、
それらの自身なりの特徴も失わない。 
 
           
 
     図１ “内部”と“外部”の中間領域 
 
2,黒川記章の“灰空間”黒川紀章によると、「灰色空間」
とは「灰色とは黒と白を混ぜて形成したものである。混
ぜた結果、黒もないし、白もない、それは新しく特別な
中間色に変えた。」もし空間を色に喩えば、室外と室内
との結合地域としての「縁側」は一種の灰色空間と言え
る。黒川紀章によると、「室外と室内との間の挿入空間
として、内と外以外の第三域こそは「縁側」の主な働き
である。屋上があるゆえ内空間と言えるが、開放されて
いるところもある点から外空間とも言える。だから、「縁
側」とは典型的な「灰色空間」で、その特徴として、内
と外を裂くもないし、内と外から離れていることもなく
て、内と外との媒介結合域である。 
 
7. 中国伝統住宅室内外過度空間の形          
1,四川羌族民居 
 四川羌族住宅，一階は家畜場，真ん中は住宅になる，上は            
 開放的な“照楼”と“晒台”になる。ここには、一階と二    
 階 の屋上には、廊下と入口などの空間の機能を持ち。  
        
        
 
図２ 四川羌族住宅    
2,陕北ヤオトン 
ヤオトン式の民家がある条件の産物であり、よい過度空
間である。こういう過度空間が古い形を持っている。すな
わち地形をたよって、はっきりとしたラインがなく、周り
の洞窟を室内とした。施工簡単で、空間の形も様々 
である。住み方の様式。 
 
      
 
      図４ 陝北ヤオトン 
3,伝統四合院に関する過度空間 
伝統的な住宅に公共空間− 半公共空間− 半私有空間− 私
有空間で町− 小路− 庭− 住宅を演じる。このようなレベ
ルで完全な空間序列を作成した、私有空間と公共空間の
間に、公共の町で連結した。一つの町が一つの生活管理
ユニットである。その中に、様々な面白い公共空間に人々
がお互いにコミュニケーションできる場所になる。 
 
         
       
 
図５ 北京四合院 
 
8. 設計実践 
筆者らは、2015 年度アジア図学大会（バンコク）におい
て、過度空間を持ち集合住宅の設計について報告した。
それについて今回の修論に設計の部分にも示す。 
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         住宅内部過度空間 CG２ 
基準層平面図 
 9. まとめ 
 この論文では、室内外過度空間のデザイン手法と影
響要因を分析したうえ纏めた。しかし、我が国の集合住
宅移行空間のデザインが手探りの状態にあり、建築士た
ちが今後の仕事のなかで研究と改善に取り組み、実践の
中で各要素の相互補完と融合を図ることで、人々の要求
を満足する空間が作ることが求められている。 
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